
第１学年道徳学習指導案

日 時 平成１６年１１月２５日（木）５校時

対 象 １年１組 男14名 女14名 計28名

指導者 吉 田 泰 治

１ 主題名 働くことの尊さ

２ 資料名 「山奥の請け負い配達夫さん」（出典『明日をひらく １年』東京書籍１９９７年版）

３ 主題について

(1)価値について

本時の主題「働くことの尊さ」に関して、学習指導要領の内容項目では「４ 主として集団や

社会とのかかわりに関すること (5)勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福

祉と社会の発展に努める。」と示されている。

高度に分業が進んだ現代社会において、一人一人の勤労は、社会の運営・発展の基礎であり、

それを通して個人が社会に 参加したり社会的貢献をする場ともなっている。社会において一人

一人が勤労を行うことによって個人は、生活を維持する ことができ、自分の幸福を追求するこ

ともできる。また、社会に貢献する充実感を生きがいとして味わうことができる。

中学１年生においては、社会的奉仕の精神がまだ幼い段階にあるため、働くことが集団への貢

献や自己の充実感につなが ることに気づき、熱心に働こうとする態度が必要であると考える。

(2)生徒について

この時期の学級の生徒は、他律的であるとはいえ、指導やルールをしっかりと守ろうとし、与

えられた役割もしっかり果 たそうとする。しかし、視野が狭く自分本位な面が強いことから、

自分に即物的な利益がなかったり、困難さを伴ったりす る仕事には熱心さを失うことも見られる。

これまで、仕事や役割に対する責任感の指導は重ねて行っており、学級の係活動や当番活動は

滞りなく行われてはいるも のの、中には勤労の意義や喜びは感じておらず、形だけをこなし、

勤労を集団行動の必要悪のようにとらえている生徒も見 られる。

そこで、こうした生徒に、勤労をすることが集団のためになり、個人の生活の充実にもつなが

るとらえさせ、奉仕の精神 をもって勤労に向かう意欲を育てたい。

(3)指導について

①資料について

資料「山奥の請け負い配達夫さん」には、優れた画家でありながら、長年山奥で請け負い配達

夫を勤める渡辺淳氏の姿が 描かれている。社会に対する貢献や自分自身の生き方の充実に喜び

を感じながら、老いても勤労を続ける渡辺氏の姿から勤 労の意義をとらえさせたい。

また、生徒の意識のアンケート結果や身近な方の職業観からも勤労の意義の自覚を広げさせたい。

②見つめさせる指導について

学習前後の勤労観を比較させ、グループで発表しあい相互に評価しあうこと・身近な方からの

メッセージを聞くことにより、自信や課題意識をもたせ、勤労に対する意欲を高めたい。



４ 本時の指導

(1)ねらい

奉仕の精神や生きる充実感を感じながら勤労に励もうとする意欲を育てる｡

(2)展開の大要

段 学習活動と教師の働きかけ 期待する生徒の反応 指導上の留意点(・)援助指導(▼)

階 心のノートや学習プリントの活用(○)

気 １ 勤労感謝の日の話題から学習の ・家庭で働いている人に感謝を ・勤労者ではなく、勤労そのものにも感謝

導 づ 方向をつかむ。 した。 すべきか問いかけ、ねらいとする価値へ

入 く ・家事を１日だけかわりにやっ の方向づけをする。

３ た。

２ 資料から、勤労に対する様々 な

価値観について考える。

(1)読み物資料「山奥の請け負い配

達夫さん」

①渡辺氏は「若い者でこの仕事を ・休めない ・身体的な負担や即物的な見返りの少なさ

引き受ける者はいない。」と言 悪天候・体調不良・正月でも が勤労に対して消極的になる要因となる

っているが、なぜそう考えるの ・給料少ない ことを共感的にとらえさせる。

だろう。 ボーナス・恩典なし

展 自転車は自前 ・他の人や社会のためになる奉仕の側面と

②立派な画家である渡辺氏が長年 ・おばあさんの笑顔 生きがいのような自己の生活の充実感に

請け負い配達夫をして来たのは ・なじみ・愛着 つながる側面があることに気づかせる。

どんな気持ちからか。 ・生活にリズムが生まれる ・自分とは異なる価値観があることに気づ

(2)グラフ「仕事に対する意識調査」 ・自分の意識はどれか かせ、自己の価値観について見つめるき

・ほかの意識にはどんなものが っかけとしたい。

あるか

・自分と同じ意識の人はどれだ

けいるか ・互いの価値観を共感的に語り合わせた

①勤労に対し積極的な人と消極的 積極的） い。

な人がいるが、それはどうして ・家族や学級のため

だろう。 ・自分の成長 ・充実感

消極的）

・面倒・疲れる

・楽しくない

・しなくても困らない。

開 ・お客さんの喜び

(3)ビデオ「身近な大人が仕事につ ・仕事がうまくいく達成間 ・勤労が他の人や社会の役に立つことや、

いて考えていること」 ・生きがいを感じる 自分の生きがいにもつながることをつか

32 ①どんな言葉が心に残りましたか。 ませたい。

３ 自分が仕事についてどう感じる ・みんなのためになるように仕 ○勤労に対しての自分の意識の変容につい

見 ようになったか自分を見つめる。 事をしてきた。これからもみ て見つめさせ、心のノートに記入させる。

つ んなのためになりたい。 ▼見つめられない、記入できない生徒には

め ・仕事は面倒臭いものだと思っ 板書の言葉を参考にさせたり、個別に指

る ていたが、自分に喜びを与え 導したりする。

５ てくれるものだとわかった。

ま ４ 学習のまとめをする。 ・面倒臭いものだと思うことが ・見つめた自分を発表させ合い、相互評価

終 と 多かったが、みんなのために をさせることによって自信や課題意識を

め なったり、自分で喜びを感じ もたせたい。

末 る られたりできるように、仕事 ・ビデオ「仕事をする大人から中学生への

10 に取り組んでいきたい。 メッセージ」を見せ、意欲を高めたい。



５ 資料分析

(1)ねらい

奉仕の精神や生きる充実感を感じながら勤労に励もうとする意欲を育てる。

－主として集団や社会とのかかわりに関すること－

(2)価値をつかむ資料とその活用

《資 料》 《視 点》 《学習者の意識》 《意識の焦点化》

読み物資料 請け負い配達夫の仕事を ・毎日休むことができない。 ・身体的な負担や即物的な

「山奥の請け負い配達夫さ 若い人はやりたがらないと ・恩典がない。減給。 見返りの少なさが、勤労

ん」 なぜ考えるのか。 ・地形や気候のつらさ。 に対し消極的になる要因

出典：『明日をひらく』 ・体調不良でも休めない。 となることを共感的にと

東京書籍 １９９７年版 ・正月もゆっくりできない。 らえさせる。

立派な画家である渡辺氏 ・みんなの笑顔 ・他の人や社会のためにな

が、長年請け負い配達夫を ・なじみ、愛着 るという奉仕の側面と、

して来たのはどんな気持ち ・生活にリズムが生まれる。 生きがいのような自己の

からか。 生活の充実につながる側

面があることに気づかせ

る。

グラフ 仕事に対し、積極的な人 （積極的） ・自分とは異なる価値観が

「仕事に対する意識調査」 と消極的な人がいるが、そ ・家族や学級のため あることに気づかせ、自

れはどうしてだろう。 ・自分の成長 己の価値観について、見

・充実感 つめるきっかけとしたい。

（消極的）

・面倒・疲れる

・楽しくない

・しなくても困らない

ビデオ 仕事をしている大人は仕 ・他の人や社会のためにな ・勤労が他の人や社会の役

「身近な大人が 事をすることについてどう るんだ。 に立つことや、自分の生

仕事について考えて 思っているのだろう。 ・自分を高めることや自分 きがいにもつながること

いること」 の喜びにつながるんだ。 をつかませたい。



６ 板書の大要

働くこと－自分 感謝すべきことか

「山奥の請け負い配達夫さん」

の 休めない

おばあさんの な に 悪天候でも

笑顔 ん め 体調不良でも

み た 正月でも

なじみ・愛着 給料少ない

の に ボーナスなし

生活にリズム 分 め 恩典なし

自 た 自転車は自前

うト

思に

をう生ケ

事ど年ン

1 仕ア

の

家族や学級のため な に めんどう・つかれる

ん め

み た

楽しくない

自分の成長 の に

分 め

充実感 自 た しなくても困らない

大人はどう考えているか

・お客さんの喜び

・成功する喜び

・生きがい



７ 座席表

意識調査及び日常観察から得られた「奉仕の精神や生きる充実感を感じながら勤労に励もうとす

る」についての生徒の価値 意識

Ａ－高い傾向にある Ｂ－低い傾向にある

１－Ｔ ２－Ｈ ３－Ｔ ４－Ｆ

５－Ｆ ６－Ｓ ７－Ｎ ８－Ｉ ９－Ｉ 10－Ｉ 11－Ｏ

12－Ｈ 13－Ｋ 14－Ｓ 15－Ｔ 16－Ｓ 17－Ｆ 18－Ｓ

Ａ Ａ

19－Ｓ 20－Ｓ 21－Ｔ 22－Ｓ

Ｂ

23－Ｈ 24－Ｏ 25－Ａ 26－Ｓ

Ａ Ｂ Ａ

27－Ｍ 28－Ｓ



８ 「心のノート」


